
１ 議席番号 １０番 平野 積 議員 
開始予定時間 

３月１１日 午前９時 

【自主防災会の役割と町の関係について】 

自主防災会は、地域防災の担い手として吉田町地域防災計画に位置付けら

れており、平常時の防災活動のみならず、災害時においても重要な役割を担

う組織である。 

  一方、昨年１２月定例会における一般質問の答弁では、町が自主防災会に

対し説明会や意見交換の場を設けていること及び町の自主防災会への期待感

は述べられたものの、各自主防災会が地域防災計画上の役割や災害時に担う

具体的な行動について、どの程度理解し、また実際に担える体制となってい

るかについては、時間の関係で質問することができなかった。   

そこで、自主防災会の位置づけ、町の関与のあり方、地域防災計画との関

係性について以下の質問を行い、地域防災力の向上につなげたい。 

 

⑴ 町は、各自主防災会が地域防災計画において求められている役割や、災

害時に担う具体的な行動について理解しているかを、どのように確認して

いるのか。 

 

⑵ 町は、自主防災会ごとの組織体制及び活動状況等を把握したうえで、課

題に応じた個別の助言や指導を行っているのか。それとも、説明会等によ

る一律的な対 応にとどまっているのか。 

 

⑶ 地域防災計画には「自主防災会」との記載が１７６個ある。これらは各

自主防災会が地域防災計画において求められている役割を理解し、了承し

たうえで記載したものか。 

 

⑷ 当町の自主防災会は、自治会の町内会長で構成されており、町内会長は

基本２年任期で、毎年交代が生じる体制となっている。このような体制は、

自主防災会の活動の継続性や、専門性の蓄積という点において課題がある

と考える。この状況を町はどのように認識しているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 議席番号 ５ 番 楠元 由美子議員 
開始予定時間 

３月１１日 午前１０時 

［医療的ケア児者支援と個別避難計画の実行性に関する町の取り組みについ

て］ 

 町は、障害のある人が住み慣れた地域や家庭の中で明るく充実した日々を

送ることができ、その尊厳を保持し心豊かな人生を過ごすことができるよう

なまちづくりを目指しています。 

令和３年度医療的ケア児支援法の施行により、障害者計画には医療的ケア

児や重症心身障害児者支援も明記され医療サービスの充実として、障害福祉

サービスガイドブックの作成により医療費の助成や制度が明確となり大きな

安心となりました。 

ただ、障害者計画のアンケート調査結果で示されている、「専門的な治療の

医療機関が近くにない」「医療機関までの交通手段の確保がしにくい」「医療

費の負担が大きい」などの困りごとや、主な介助者が親の割合が 50％につい

ての現状にはご家族の心身の負担が心配されます。 

また、昨年９月に甚大な被害をもたらした台風１５号の停電時には、常に

医療的ケアが必要な障害児者の命を守ることができるのか不安が募りまし

た。避難行動要支援者の個別避難計画書の作成はあるが、障害児者の状態は

毎年異なり修正する箇所が多く最新の情報が明確になっていない現状があり

ます。いざという時にこの避難計画書で大丈夫なのかとても心配しておりま

す。 

 以上を踏まえ以下の点について質問します。 

 

⑴ 医療的ケア児支援法に基づき、医療アクセス確保のために町が講じてい

る具体策は何ですか。 

 

⑵ 医療的ケア児者のご家族の負担（移動・費用・24 時間ケアによる心身負

担など）をどのように把握し、どのような支援策を講じていますか。 

 

⑶ 国が求める実行性のある個別避難計画書の観点から、現行の計画書の妥

当性をどのように評価していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 議席番号 ８ 番 大石 巌 議員 
開始予定時間 

３月１１日 午前１１時 

【ＴＣＰトリビンスプランについて】 

２０１７年（平成２９年）２月の総合教育会議で了承された教育改革プラ

ン「ＴＣＰトリビンスプラン」は発足から９年がたちました。 

このプランは、子ども、教員、保護者、３者の共益を目的とした総合的教

育プランとして、「授業の平準化」を軸に、「子どもが「確かな学力」を身に

付けることができる町」に向けて、3 つの環境づくりを目指すとしています。 

①子どもの「確かな学力」を保障する環境づくり ②教職員が授業等に専

念できる環境づくり ③保護者が安心して子育てできる環境づくりとなって

います。 

近年は、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、１人１台端末やクラウド環境を

活用した授業力の強化に取り組んでおり、教育の充実に全国から高い評価が

寄せられています。 

「ＴＣＰトリビンスプラン」の現在の到達状況について、以下質問します。 

 

⑴ 子どもたちの「確かな学力」を保障する環境づくりとして、エアコン完

備やＩＣＴ活用などの取り組みを進めているが、全国学力・学習状況調査

の結果は国や県の平均正答率に至らない状況となっている。教師の子ども

たちへの指導や接し方はどう改善されたのか。 

 

⑵ 教職員が授業等に専念できる環境づくりとして勤務時間の適正化を挙げ

ているが、平成２９年当時、小中学校とも月平均の時間外勤務時間は５７

時間を超えていた。プランでは４５時間以内を目標としているが現在の状

況はどうか。 

また、多忙化の解消によって子どもたちと向き合う時間は増えているか。 

 

⑶ 保護者（家庭）の教育ニーズに応じた環境づくりとして、放課後の子ど

もたちの居場所づくりなどを推進しているが、教育に費やす時間が持てな

い家庭や保護者の力だけでは教育に専念できない状況の家庭環境を改善す

るための施策をどう進めてきたのか。 

 

⑷ ＧＩＧＡスクール構想により教育の質を向上させ、子どもたちの可能性

を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現するとしている

が、現在の取り組み状況と効果はどうか。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 議席番号 ３ 番 大石 裕之 議員 
開始予定時間 

３月１１日 午後１時 

【町長の施政方針について】  

昨年９月５日の竜巻の被害を筆頭に、近年頻繁に発生する自然災害への対

応や対策、物価高騰による町民生活への支援、産業振興、インフラ、福祉、

子育て、教育など、様々な課題の対応を迫られる中で、令和８年度の方針が

示されました。 

 今年度の過去最高額であった 149 億 4,900 万円の当初予算案を上回る、過

去最高額の歳入歳出総額 149 億 8,500 万円の令和８年度一般会計当初予算案

を編成され、本定例会に議案提出されました。令和８年度並びにこれからの

当町において、大変重要な予算であり施政方針でもあります。 

そこで、その施政方針について、以下の点について質問いたします。 

⑴  「TOUKAI—0⁺」について 

令和８年度以降、「TOUKAI—0」の耐震化だけでなく被害を軽減する減災

化についても支援することとなり、新たに屋根の耐風診断や補強工事など

を補助メニューに加えるもので、名称を「TOUKAI—0⁺」として事業を実施

していくとのことですが、新たな補助メニューの詳細と周知方法および事

業の達成目標をお聞かせください。 

 

⑵  統合型ウェブ版ハザードマップについて 

 紙媒体から統合型ウェブ版ハザードマップの作成を行っていくとのこ

とですが、この統合型ウェブ版ハザードマップをどのように使っていくこ

とを想定しているのか、また最大の効果はどこにあるのか、詳細をお尋ね

いたします。 

 

⑶  交通安全対策事業について 

 「吉田町子供の移動経路に関する交通安全プログラム」に基づき、学校

や警察、道路管理者などによる合同点検を実施し、迅速に必要な対策を講

じるとのことですが、これまでにも毎年点検を行っていると認識していま

す。これまでの成果と、今後の課題をお尋ねいたします。 

 

⑷  東名吉田インターチェンジ周辺整備について 

 このバスターミナルはシーガーデンシティ構想の町の玄関口との位置

づけで、人流創出に向けた重要な交通結節点となるとのことですが、この

バスターミナルが吉田町の産業に与える効果や町民の生活に与える利点

などは何か。完成後に描く将来構想をお尋ねいたします。 

 

⑸  ふるさと納税事業について 

 本年度の寄付額が、これまで最も額の多かった令和６年度の同時期と比

較すると、約２３％増加しているとのことで、年間の寄付最高額を更新し

そうであるというのはとても喜ばしいことです。これまでの努力の結果で

あると思います。そのような成果の中、町の産業への効果とその裾野を、 

今以上に拡げて欲しいと考えていますが、その取り組みをお尋ねいたしま



す。 

⑹  エネルギー・食料品価格等の物価高騰対策について 

 吉田町商工会が実施する第８弾のプレミアム付商品券を発行する事業

に対し、商工業振興事業費補助金を交付するとのことですが、毎回多くの

方が購入をして、また利用することで、生活者と事業者が効果を実感し、

町民の多くが楽しみにしている事業だと思います。そこでお尋ねいたしま

すが、これまで商品券を紙ベースでのみ扱ってきていますが、その理由は

どこにありますか。紙ベースと電子マネーとの併用は出来ないのでしょう

か。 

 

⑺  町内を走る新しい交通オンデマンド型乗合タクシー“ぎゅっと”カーに

ついて 

 令和５年１０月からの実証運行を経て、令和８年度から本格運行を始め

るとの事ですが、これまでの様々な努力の結果、やっとの思いで本格運行

に辿り着いたと感じています。特に少子高齢化社会を迎えている今、地域

の足として“ぎゅっと”カーは必要だと考えます。そして今後は“ぎゅっ

と”カーをしっかりと維持していくことが重要となります。その為には町

民と共に“ぎゅっと”カーを育てていかなくてはなりません。そこで、今

後の本格運行にあたり、どのような取り組みを考えているのか、将来性を

どう捉えているのか伺います。 

 

⑻  高齢者補聴器購入助成事業について 

 聞こえの改善を通じた社会参加の促進を目的としている高齢者補聴器

購入助成事業ですが、この事業を行うこととした背景と取り組み、期待す

る効果について伺います。 

 

⑼  吉田町教育元気物語ＴＣＰトリビンスプランについて 

 平成２９年から吉田町教育元気物語ＴＣＰトリビンスプランがスター

トし、その中で、子どもたちへ一人一台端末を用意し、教室の環境も整え、

ＩＣＴ教育に力を入れてきました。今ではＩＣＴからＡＩへと進化し、私

たちの生活の中にも人工知能が浸透しつつあります。令和８年度新たに

「ＡＩ型デジタルドリル」を導入し、また「リーディングＤＸスクール事

業」の後継事業として、「生成ＡＩパイロット校事業」を展開するとのこ

とです。 

しかしながら海外では、子どもたちのスマホやタブレット端末の使用禁

止を決めたという報道も散見されます。例えばデジタル先進国と言われて

いるスウェーデンでも、子供の読解力の低下などを理由にタブレット教育

を廃止したなどの報道がなされました。しかしこれらをよく調べてみる

と、完全に廃止や禁止ということではなく、一定の制限をかけたというこ

とだと理解していますが、それでもそのような措置を講じている国が増え

てきていることも事実です。 

    子どもたちのタブレット使用の是非についてどのように考えるのか、ま

たその点について今後の取り組みを伺います。  



５ 議席番号 １１ 番 八木 栄 議員 
開始予定時間 

３月１２日 午前９時 

【吉田町公共施設等総合管理計画 について】 

現在町が保有する公共施設等の全体を把握し、計画的に公共施設等の整備

や維持管理を行うことにより、将来負担の軽減を図るとともに、時代に即し

たまちづくりを行っていくために、「吉田町公共施設等総合管理計画」が策定

されている。 

 ２月１０日の町政連絡会において、吉田町体育センターの利用停止につい

て報告があった。この施設は、過去には「勤労者体育センタ―」と言って、

私も若いころには随分利用させて頂いた体育館である。写真を見ての報告を

聞いて、現状での利用停止は仕方ないと思う反面、修繕費用がかなりの高額

になっているが、まめに点検やそれに伴い修繕を施してきたら、この施設の

寿命ももう少し伸ばせたのではないか、もう少し利用ができたのではないか

という気持ちになる。 

 令和６年４月時点での当町の施設保有状況は、この体育センターを含め、

８２施設（棟数１８０棟）あると記載されている。これらの施設においても、

定期的な点検、修繕を実施して行かないと、高額な修繕費が必要になり、最

終的には利用ができなくなってしまう可能性がある。 

公共施設を全体的に把握し、長期的視点を持って更新、長寿命化などを計

画的に行うことにより財政負担を軽減、平準化していかなければならないこ

とから、以下質問する。 

 

⑴ 町が保有する公共施設の老朽化率は何％か。 

 

⑵ 目的の中で、計画的に公共施設等の整備や維持管理を行う。とあるが具

体的にどのような事を行なっているのか。 

 

⑶ 体育センターにおいては、これまでにどのような点検や、整備が行なわ

れてきたのか。 

 

⑷ 高額な修繕費が必要とならないように、定期的に点検を行い、修繕を行

うことが長寿命化の秘訣と考えるが町はどう考えるか。 

 

⑸ 町が保有する公共施設の管理について、今後どのように進めていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 議席番号 １２番 山内 均 議員 
開始予定時間 

３月１２日 午前１０時 

【空家等対策の推進、利活用等について】 

国土交通省住宅局は令和５年６月１４日空家等の対策の推進に関する特別

措置法の一部を改正する法律を公布した。背景には居住目的のない空家が、

１９９８年１８２万戸、２０１８年３４９万戸、そして２０３０年４７０万

戸が見込まれる。周囲に著しい悪影響を及ぼす（特定空家）への対応を中心

に制度的措置を定めている。方向性は、空家の「活用拡大」「管理の確保」「特

定空家の除却等」の対応の強化を示している。町も同じ環境にあると思う。 

高度経済成長期時代核家族化が推奨され多くの住宅を必要としたが、現在

は子どもの独立や家族を持たない人が増え、少子高齢化の社会が到来し、空

家の増加傾向が発生していると推測する。 

産業建設常任委員会では、令和５年６月から令和７年３月まで「空家等対

策の推進について」先進地である「富士市」「掛川市」「藤枝市」「袋井市」を

視察し、 

・空家の調査方法と数  

・空家対策推進のための職員の体制  

・民間との連携  

・空家対策補助金制度及び利活用等  

について調査を行った。 

令和７年第３回議会定例会で、同僚議員が「空き家対策について」質問を

したが、今回は「空家等対策の推進、利活用等について」以下のとおり、将

来への投資であると考え質問する。 

 

⑴ 空家の調査方法と数について 

 管理不全空家、特定空家（指導・勧告・命令・代執行）の把握は重要であ

る。 

① 吉田町の空家の数は自治会の協力により把握していると聞いた。 

令和８年当初の数は前回調査時と変化はないか。管理不全空家等はない

か。 

 ② 調査方法について、富士市・掛川市・藤枝市では上水道の視点から、

水道使用量、水道の閉栓情報等からも空家の調査をしている。袋井市で

は自治会に情報を依頼し職員が現地確認等実体調査を行っている。また、

地下水の使用を考えれば、電気使用量の確認も空き家情報の取得には有

効な手段である。空家の数は空家対策の推進には重要な要素である。情

報取得について、町の考えは。 

 

⑵ 空家対策推進のための職員の体制について 

富士市５人、掛川市７人、藤枝市３人、袋井市３人が対応している。町も

専属の空家管理体制を整える必要があると思うが町の考えは。 

 

⑶ 民間との連携について 

 掛川市は「ＮＰＯ法人かけがわランド・バンク」が空家対策に関する協定



書を諦結。袋井市は「ふくろいすまいの相談センター」が空家相談窓口の

業務を担い、藤枝市は「空き家ゼロにサポーター」を発足し、大きな成果

を上げている。民間の力を最大限活用するべきと思うが、町の考えは。 

 

⑷ 空家対策補助金制度等について 

富士市には富士市空き家利活用支援制度があり、藤枝市には空き家活用促 

進事業補助金と空き家等解体除却費補助金制度が、袋井市では空き家改修

支援事業および空き家跡地利用のための空き家除却支援事業がある。それ

ぞれ大きな成果を上げている、制度設置の考えはあるか。 

 

⑸ 空家等の利活用について 

古民家には建築的価値があるものが多く存在する。古民家を利活用して「日

本料理」「洋食」などを提供している事例やインバウンドを利用した外国人

観光客の宿泊施設などもあり、利用価値が証明されているが調査の対象にし

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 議席番号 ７ 番 蒔田 昌代議員 
開始予定時間 

３月１２日 午前１１時 

【子どもの読書活動の推進について】 

令和８年２月１０日に開催された町政連絡会において「吉田町子ども読書

活動推進計画(案)」について説明があった。 

「この計画の位置付けのなかで、本町の最上位計画である「吉田町総合計

画」の施策の具体化として位置付けるとともに、「吉田町教育大綱」の具体

的方策として策定する。」とある。 

吉田町教育大綱の教育目標は「生涯にわたり学びあい高めあう人づくり」

と掲げており、基本方針は５つある。【基本方針１ 生きる力の育成を目指

す学校教育の推進】と【基本方針２ 心豊かに学び続け、学びを生かす生涯

学習の推進】に関わるものだと考え、子どもの読書活動の推進について以下

質問をする。 

 

⑴ 町は保育園・幼稚園における子どもの読書活動の推進や家庭における子

どもの読書活動の推進をどのように考え、進めていくのか。 

 

⑵ 小学校・中学校における子どもの読書活動の推進のための取組は。 

 

⑶ ４校に配置されている学校司書の読書活動の推進のための役割は。 

 

⑷ 町立図書館における地域への子どもの読書活動の推進のために行なっ

ている取組は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


